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１．導入検討地域について

導入検討地域

注︓コミュニティバス等導入ガイドラ
イン（平成29年11月発行）より

(交通空白地区等)

〇河合地区には、現在路線バスが運行しているが、R6年３月３1日の運行をもっ

て、廃止される予定である。

〇路線バスの廃止に伴い、河合地区等に交通空白地区等が新たに発生するため、

これらを解消する乗合タクシーを導入するもの。

運行区間 岩槻駅西口 ⇔ 馬込 ⇔ 蓮田駅 ⇔ 蓮田よつば病院

運行日時

月曜日から金曜日までの平日、土曜日、日曜日
下り（岩槻駅西口発→蓮田駅方面行）

平日：6時台～9時台、16時台～21時台
土曜日、日曜日：7時台～10時台、16時台～21時台

運行便数
下り（岩槻駅西口発→蓮田駅方面行）

平日：9便／日、土曜日・日曜日：各10便／日

運賃
対キロ区間運賃制（後払い）
初乗り：200円 岩槻駅西口～蓮田駅：3０0円

岩槻駅西口～蓮田よつば病院：330円

運行事業者 国際興業株式会社

■運行概要

３. 廃止路線の概要（国際興業バス 蓮11･蓮12）

■運行ルート

２．地域組織について
〇乗合タクシーの導入に向けた地域組織が令和5年11月に設立し

た。

〇沿線自治会の会長等で構成されており、地域住民と連携し、検

討を進めるために必要な要件を満たしている。

申請年月 令和5年11月

構成員 沿線の自治会

構成員数 9名で構成

沿線の自治会 馬込自治会・平林寺自治会・箕輪自治会

新たに発生する交通空白地区等

さいたま市

蓮田市

バス２

※電子地形図（国土地理院）を加工して作成
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■停留所別の乗車人員（R5年5月実績︓上下計）

４. 廃止路線の現在の利用状況
〇新型コロナウイルス感染症の影響により、R2年度に乗車人員は大幅に減少。

その後は横ばい傾向にあり、年間乗車人員は、6万人を超えている。

〇停留所別の乗車人員は、平日、土曜日、日曜・祝日とも「蓮田駅」と「岩槻

駅西口」が多い。

■年間乗車人員の推移

159,301

61,977 60,687
28,859 23,507 24,396

93,563 91,610

47,214
37,626 38,881

159,301 155,540 152,297

76,073
61,133 63,277

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H29 H30 H31 R2 R3 R4

年
間
乗
車
人
員
（
人

/年
） ※ H29：蓮12の運行なし

蓮11 蓮12 合計

乗車人員は
大幅に減少

平日 土曜日 日曜･祝日 平均
岩槻駅西口 57.6 25.3 22.4 45.5
西町五丁目 3.3 1.0 1.1 2.5
岩槻警察署 4.3 3.3 1.0 3.4
箕輪 5.9 2.5 0.9 4.3
前原下 20.9 8.3 4.6 15.6
前原上 6.6 2.8 2.7 5.2
大六天橋 2.7 3.0 3.3 2.8
下馬込 5.0 3.0 2.1 4.1
馬込 7.1 3.5 3.7 5.9
上馬込 4.1 1.5 1.4 3.1
のくぼ通り南 7.5 1.8 1.3 5.4
東口郵便局 2.6 1.0 1.1 2.1
蓮田駅 57.7 27.3 24.1 46.2
根ヶ谷戸公園 0.4 0.0 0.4 0.3
下蓮田 1.6 0.8 1.4 1.5
蓮田よつば病院 2.6 0.5 0.0 1.7

189.6 85.3 71.7 149.5
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〇岩槻駅から、検討対象地域（河合地区）を通り、蓮田

駅や病院を結ぶルートであり、ガイドラインに示す

コミュニティバス等のコンセプトに合致している。

〇運行内容は、下表のとおり、ガイドラインに示すコ

ミュニティバス等のサービス方針と合致している。

５. 運行計画について

運行区間 岩槻駅西口 ⇔ 馬込 ⇔ 蓮田駅 ⇔ 蓮田よつば病院

停留所
さいたま市内：岩槻駅西口～馬込、蓮田よつば病院（１０箇所）

蓮田市内：上馬込～下蓮田（６箇所）

運行日時
月曜日から金曜日まで（土曜日、日曜・祝日は運行なし）

6時台～9時台、16時台～20時台

運行便数 上下各9便／日

車両
ワンボックス車両（乗車定員：9人(運転手を除く)）

満車時は、予備車両として普通タクシーが運行

運賃 定額制とし、既存の乗合タクシーと同等の水準を想定。

さいたま市

蓮田市

バス２

※電子地形図（国土地理院）を加工して作成
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７. まとめと提案
• 現況需要に基づく収支率試算結果は58.4-78.1％と、ガイドライ

ンに示す実証運行実施の基準である３0％以上を満たしている。

• 道路の運行要件等のガイドラインのチェックポイントも確認済み

である。

• 蓮田市域についても、運行ルートに含まれるため、蓮田市と引き

続き連携していく。

⇒「ステップ３ 実証運行の準備」に進みたい。

• 収支率を試算した結果、逸走率30%のケース1で78.1%、逸走率

50%のケース2で58.4%となった。

（1）事業採算性の検討ケースについて

（3）運賃収入・運行経費・収支率の試算結果

1）ケース1

２）ケース2

項目 試算結果 算出方法
①運賃収入
[万円/年] 833 ・利用人数× 運賃※1× (1-0.3)

②運行経費
[万円/年] 1,067 ・R4年度の岩槻区実績値に走行距離、便数の変化

を考慮して、人件費や燃料油脂費等の経費を試算
③収支率[%] 78.1 ③＝①÷②×100

※表内に示す数値表記は四捨五入した値であり、小数点以下を含み算定している

※1岩槻区乗合タクシーの券種別利用者数の実績から平均運賃（税抜）を設定

６．事業採算性の検討
〇「コミュニティバス等導入ガイドライン」ステッ

プ２に則り事業採算性を検討した。

〇今回は、既存の路線バスの乗降データ等を用いる

ことができたため、需要調査を行わず、検討を行っ

た。

逸走率 車両

ケース1 30% 基本車両︓ハイエース
定員10名（運転士1名、利用者9名）
応援車両︓普通タクシー
定員５名 （運転士1名、利用者4名）ケース2 50%

• 乗合タクシーを導入した場合、初乗り運賃の値上げ（岩槻駅西口-蓮田駅等は値

下げ）、車両サイズの変更等を考慮し、逸走率を設定し事業採算性を検証する。

（2）利用人数の見込み

項目 値 備考
①蓮11・12系統の利
用人数[人/日] 188.9 ・蓮11・12系統の令和5年5月実績よ

り、運行形態に合わせ需要を予測
②-(1)
ケース1の
利用見込み[人/日]

132.2 ②-(1)= ① × (1-0.3)

②-(2)
ケース2の
利用見込み[人/日]

94.5 ②-(2)= ① × (1-0.5)

• 乗合タクシーを導入後、利用者はケース1の場合132.2人／日、

ケース2は94.5人／日の見込みである。

項目 試算結果 算出方法
①運賃収入
[万円/年] 595 ・利用人数× 運賃※1× (1-0.5)

②運行経費
[万円/年] 1,018 ・R4年度の岩槻区実績値に走行距離、便数の変化

を考慮して、人件費や燃料油脂費等の経費を試算
③収支率[%] 58.4 ③＝①÷②×100

バス２


